
 
 
 
 
 

1学期も残りわずか！ 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 3年（2021年） 

４月 30日  5月号 

豊中市立緑地小学校 

校長 三星 美八子  

「コドモン」の全面実施について  
コドモンを５月３１日から本格運用しております。保護者の皆様方に、再度の

お願いです。現在、コドモンでお知らせいただくのは、欠席と遅刻及び体温のみ

となっております。その他のご相談ご連絡は従来通り、お電話か連絡帳にてお願

いいたします。 

欠席と遅刻及び体温以外をお知らせいただいても、学校では、確認することが

できませんので、よろしくお願いいたします。 

 

４月８日の始業式から始まった新学期も残り１か月ほどとなりました。学校で

は、少しずつ、ゆっくりと、日常生活を取りもどすことができるよう、日々取り組

んでおります。コロナ禍前にもどるためには、もうしばらくかかりそうですが、子

どもたちは、感染防止対策にしっかり取り組みながら、元気に学校生活をおくって

います。これも、保護者の皆様方が、子どもたちの心と体をしっかりみていただい

ているおかげと感謝申しあげます。 

７月２０日（水）は、終業式となっています。１学期も残りわずかですが、職員

一同、子どもたちをしっかりみてまいります。引き続きご協力の程お願いいたしま

す。 
 

 
 
  

個人懇談会 
7月１１日（月）、１２日（火）、１３日（水）、１４（木）、１５日（金）と個人

懇談会を実施いたします。限られた時間ではありますが、学校と保護者の皆様方と

がお子様のことでお話しできる貴重な機会です。是非ともご参加いただきますよう

お願いいたします。 

今後も、子どもたちの学力や心と体の健康に十分留意してまいります。どうぞよ

ろしくお願いいたします。 
 

水泳の授業について 

本校では、教育委員会からの指示を踏まえ、学年を２グループに分けて実施して

おります。体力面やコロナ禍の中で水泳の授業を過去２年間行っていないという、

子どもたちの状況を考え、どの学年もまずは、子どもたちが水に慣れることからの

スタートとしました。授業回数も、コロナ禍以前のように確保することはできませ

んが、子どもたちの安全を最優先に考えて進めております。２年間、水泳の授業が

ありませんでしたので、それでも、子どもたちはとても楽しく水泳の授業をうけて

います。来年度は、水泳の授業回数が増え、少しずつ、日常にもどればいいなと考

えております。 

 

令和４年（2022年） 

6月 30日  №4 

豊中市立中豊島小学校 

校 長 三星 美八子 

○教材費等の銀行引き落としについて 
教材費等の銀行引き落とし日が、７月 13日（水）となっています。口座をご確

認の上、入金いただきますようお願いいたします。 

 

熱中症対策とマスク着用 
熱中症対策を徹底するためには、子どもにマスクを着用させることに十分気を

つける必要があると学校では考えております。前回の学校だよりにて、暑さが厳

しい中、子どもにマスクを着用させることについてのリスク及び学校としての対

応を掲載いたしました。学校では、熱中症のリスクが高い時期、体育の授業中や

登下校時、休憩時間中運動場で過ごす際は、マスクを外す指導をいたします。そ

の他の活動場面でも、教師が熱中症のリスクを考え、マスクを外す指導を行う場

合がございます。マスクを外している際は、人と人との十分な距離をとることや、

会話を控える等の指導を徹底いたします。 

今後は、マスクを外す指導にも重点をおいてまいります。保護者の皆様方にお

かれましても、熱中症のリスクが高いときは（マスクを着用することが、暑くて

つらいときは）積極的にマスクを外すようお声かけいただきますようお願いいた

します。今後も、マスクを着用することと熱中症防止対策としてマスクを外すこ

との両方の指導の徹底を行ってまいります。どうぞご理解ご協力のほどお願いい

たします。 

 

  ＩＣＴ活用について 
教育委員会から、１人１台の情報端末の貸し出しをしております。今年度は、

さらに有効活用ができるよう取り組んでいるところです。今年度も、長期休暇に

は、情報端末をご家庭に持ち帰り、子どもたちが、文房具として情報端末を有効

活用できるように取り組んでまいります。取り組んでいく中で、例えば、子ども

たちが、クラウドシステムを活用することができるようになると、学校から教師

が各家庭の子どもたちの情報端末に資料を送ることができます。これは、コロナ

禍以前から、ＩＣＴ機器を活用した、目指すべき学習の形とされていたことです。

今後は、コロナ禍に関係なく、子どもたちが、毎日、情報端末を家庭に持ち帰り、

日々の家庭学習や学校での学習に有効活用ができるような指導を目指してまい

ります。 

 


